
輩

件

各

の

針

策

年

代

に

つ

、A
eノ

/
ル
A

、

薮
…
仲
釘
が
賢
良
と
し
て
武
帝
の
策
関
に
庭
じ
た
年
代
に
つ
い
て

は
、
従
来
か
ら
種
々
論
じ
ら
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ま

で
に
雄
元
先
年
・
建
元
五
年
二
一
ん
光
元
年
の
一
一
一
設
が
出
立
し
て
い
る
。

そ
の
概
略
は
、
漢
詩
武
帝
紀
に
雄
一
兆
一
克
年
各
十
一
月
及
び
元
光
元
年

五
月
に
賢
良
文
壊
の
士
に
た
い
し
て
策
関
を
な
し
た
こ
と
が
認
さ
れ

て
お
ワ
、
元
光
元
年
の
僚
の
「
五
月
認
賢
良
日
一
広
一
声
。
」
の
後
に
、
「
於

是
叢
仲
釘
公
孫
弥
等
出
鷲
ご
と
あ
る
。
こ
の
元
光
一
五
年
の
記
載
が
、

輩
仲
釘
の
針
策
年
代
に
つ
い
て
の
唯
一
の
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
記

載
に
誤
り
が
あ
る
と
考
え
る
と
こ
ろ
か
ら
建
元
元
年
設
が
設
か
れ
る

に
恋
っ
た
。
し
か
し
一
方
充
光
一
五
年
を
支
持
す
る
論
も
だ
さ
れ
、
ま

た

さ

ら

に

る

者

も

あ

ら

わ

れ

る

に

来

っ

た

。

そ

し

っ

と

も

康

く

支

持

さ

れ

て

い

る

よ

に
も
多
く
の
疑
問
が
存
す
る
よ
う

の
論
接
'V
」
吟
味
し
な
が
ら
、
も

の
が
こ
の
小
拾
の
意
閉
す
る
と

う
…ころ
で
あ
る
。

。

し¥，

て

の

考

金

子

=古ノ
f7f.-j 
寸つ/

コJm
「
Jγ

向
プ

先
ず
史
記
傑
林
傍
及
び
漢
書
斎
一
一
仲
釘
俸
に
よ
っ
て
、
武
帝
部
位
後

の
彼
の
侍
を
見
る
こ
と
に
す
る
。

史
記
儒
林
偉

人
f

上
部
位
、
翁
江
都
相
、

i

中
略

l
o
中
段
矯
中
太
夫
居
合
、
者

災
問
問
之
花
、
是
時
遼
来
高
廊
災
。
主
ハ
仰
〈
健
疾
之
、
取
其
謡
、

!
i
h
γ

洛
!
1
玲
尽
に
下
着
…
仲
管
吏
、
世
間
死
、
詔
赦
之
。

ド

nμ

，

lρ
」
J

A

m

i
一ーペ
t

;

F

-

i

j

'

r

r
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-

「

、

!

:

・

1

1

，
、
:
、
コ

掛
川
策
率
、
天
子
以
仲
岱
魚
江
都
相
、
!
ヰ
略
i
、
ヰ
践
伝
川
z
は
i

式
決
c

先
走
遼
京
高
際
長
俊
一
向
鼠
駁
災
。
仲
箭
…
活
家
、
推
設
北
ハ
意
、
率
誌

未
上
、
主
mw
〈
仮
候
仲
釘
私
見
嫉
之
、
時
湖
北
ハ
書
市
奏
荒
。
!
中
略
i

E
町長}ご

3

マ
J
芝、

ι
一
-3t、
刀
口
支

/
O

方
長
「
!
判
、
糸
口
J
g
F
J
E
Y

ニ
エ
ロ
泊
二

こ
れ
に
依
れ
ば
一
撃
仲
抗
日
の
停
は
、

務
策
izi
江
都
稲
!
。
中
太
夫
i
i
死
罪
(
赦

)
i中
太
夫

i

と
な
る
c
し
か
し
ゅ
〈
記
と
漢
書
と
で
は
微
妙
な
記
載
の
相
違
が
あ
り
、

そ
れ
に
よ
っ
て
彼
の
俸
は
大
き
く
異
な
っ
て
き
て
い
る
o

邸
ち
、
史

認
に
お
い
て
は
建
元
六
年
の
遼
東
高
廟
長
俊
高
菌
の
災
は
、
護
仲
釘

が
江
抑
制
の
相
を
綾
さ
れ
て
中
太
夫
で
あ
っ
た
時
の
で
き
ご
と
で
あ
る

る
。
一
方
漢
書
に
お
い
て
は
史
記
の
「
同
定
時
」
の
二
字
を



，~コ

i) 
、

日‘一、£つ

に
任
用
さ

の
記
述
に
は

ー
よ
ー
ノ
之

、，Y
J
J
I
バ
V
-
J
-

的
立
ず
れ
の
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
銭
大
析
が
、

技
主
父
催
停
、
一
花
光
元
年
内
入
閥
、
一
巾
ぃ
門
同
期
心
的
観
災
乃
在
建
一
元
六

年
、
主
人
ハ
年
月
、
似
一
小
相
態
v

(

銭
十
八
一
昨
H
Y
K則
)

と
指
摘
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
J

布
の
M

)

と
か
ら
す
る
と
、
班
間
ば
史
誌
の
立
花
時
一
を
意
識
的
に

一
先
走
ん
と
改
め
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
潔
仲
訴
の
針
策
年
代
に

つ
い
て
一
つ
の
見
解
を
有
し
て
い
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
つ
J

次
に
先

人
の
務
訟
の
論
擦
を
吟
味
す
る
こ
と
に
す
る
つ

、、寸J
J

r
F
I
-
-

先
ず
諸
説
を
概
観
し
、
次
に
日
ケ
ハ
に
検
討
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。

、q
~) 

，
rd、i久
3

ニ
土
、
汀
t
p
m
J

い
υ
7深
砂

、f
l

昨日十

μ乃
迫
鍛

@
索
、
様
俊
郎
m
m
u
u
p
h
そ
の
地
の

ず
れ
u
w
叫
ザ
ノ

し
て
次
の
如
き
も
の
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る

に
は
彼
の
針
策
に
つ
い
て
、

~
l
k
J
L
M
 

3
マ
t
，4
汁叫
f

e

‘，‘

(
l
i
 

u
n
n
i
A
I
l
a
-

争中，
J
じ
，

で
J
i

ヒ々
A

f
y
L
¥ノ
'
川

mrw

J

U
‘

d
e明

。
、
土

r
4
L一コ

/
a
¥
ん
」
可
レ

VAgiy
‘υv

矯
第
一

て
お
り
、
立
つ
議
街
役
文
篤
己
、

と
あ
る
に
よ
れ
ば
、
蓑
仲
訴
と
公
孫
弘
の
務
者
、
が
時
を
同
じ
く
し
て

策
関
に
援
じ
た
と
之
考
え
円
つ
れ
ず
、
武
帝
紀
元
光
元
年
の

つ
で
あ
っ
て
、
建
元
元
年
と
す
べ
き
で
あ
る
。

、

制
剤
策
果
、
天
子
川
一
以
仲
好
筏
江
都
材
。

一
一
~
一
日
い
、
史
認
に
、

今
上
部
位
、
急
江
都
掲
au

と
述
べ
こ
ろ
か
ら
、
針
策
の
一
時
期
法
必
ず
武
帝
の
初
年
に

( 20 ) 

の
僚
に
、

諮
問
、
主
父
稜
取
之
下
吏
、
罪
歪
不
道
、
幸

復
太
中
太
夫
・
拶
西
相
、
以
老
病
発
訴
。

と
あ
り
、
に
下
さ
れ
、
の
ち
太
中
太
夫
、
修
間
相
と
な
る
と
一
一
一
お
っ

て
、
針
策
の
こ
と
及
び
江
都
の
相
の
こ
と
に
言
及
し
て
い
な
い
こ
と

か
ら
す
れ
ば
、
針
策
は
建
一
冗
元
年
に
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

的
葦
一
仲
好
簿
二
、

及
仲
釘
封
策
、
推
明
孔
氏
、
抑
制
百
家
、
立
的
学
校
之
官
、
州
都
間
帯

茂
材
孝
絵
、
山
W
M
J
M

出
仲
野
設
之
。

と
あ
っ
、
こ
れ
を
武
清
紀
二
徴
す
る
と
、



一
万
光
元
年
各
十
一
月
、
初
令
都
関
翠
孝
鮫
各
一
人
c

の
記
載
が
「
立
山
学
校
之
官
L

「
州
都
翠
茂
材
孝
簾
」
と
相
感
ず
る
と

考
え
ら
れ
、
針
策
が
な
さ
れ
た
の
は
元
光
元
年
以
前
、
即
ち
建
一
冗
元

年
で
あ
る
。
な
ほ
章
一
博
氏
は
建
一
冗
元
年
七
月
の
「
明
堂
、
を
立
つ
る
の

議
」
を
も
輩
仲
好
の
針
策
に
よ
る
も
の
と
な
し
、
こ
れ
を
も
っ
て
建

元
元
年
訟
の
根
擦
と
な
さ
ん
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
は

時
の
御
史
太
夫
越
結
・
部
中
令
王
減
の
建
設
に
よ
る
も
の
で
あ
っ

て
、
藷
一
一
仲
針
の
針
策
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
で
な
い
こ
と
は
明
白

計内
H
Qリ

で
あ
る
。

知
一
万
光
一
克
年
設
一

日
)
る
の
そ
〉
命
装
工
火
、
〉

ず
山

L
、

/

三

U
壬

-ntか
b
L
4
/
U
~

如
く
で
あ
る
。

的
武
刑
判
紀
建
一
克
元
年
各
十
月
の
僚
に
、

丞
相
締
奏
、
所
翠
賢
良
、

ヤ
ヘ
、
車
問
μ
・
じ
ヨ
由
経
旬
、

-
D
M
}一
日
ム
i
ム
持

と
あ
る
こ
と
、

刷胤劉

の
俸
に
、

、
武
帝
議
日
助
封
、
認
{
走
猪
援
錦
中
太
夫
。

と
あ
り
、
こ
の
二
つ
の
こ
と
か
ら
仲
好
が
建
元
元
年
に
策
問
に
感
じ

た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
り

り
た
2
1
〉
夜
間
リ
ド
二
、

J
F
2
a守
び
勢
β
ド

ド

?

、、

間
勤
労
、

M
M
孤
獄
、
議
忠
掻
…

w功
烈
休
徳
、

と
あ
り
、
こ
れ
は
部
位
始
年
の
認
と
は
ら
れ
な
い
こ
と
c

付
葦
一
仲
釘
は
策
文
中
に
、

五
徳
昭
然
、
腕
}
子
方
外
、
夜
郎
康
民
、
殊
ト
万
寓
m一
一
説
徳
蹄
誌
、
比

太
卒
之
致
也
コ

と
述
べ
て
い
る
が
、
間
南
町
央
体
・
司
馬
松
如
停
等
に
よ
れ
ば
夜
郎
へ

の
迩
出
は
建
一
花
六
年
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
割
策
、
が
な

さ
れ
た
の
は
建
一
冗
六
年
以
障
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ω
建
一
冗
五
年
設

建
一
児
五
年
訟
を
採
る
も
の
に
は
狩
野
政
喜
・
青
沼
南
の
諸
氏
が
あ

る
。
狩
野
氏
は
単
に
「
仲
街
の
掛
策
の
年
が
明
ら
か
で
な
い
、
今
問

、f
し
げ
d
Q
4
同
涜
'
山
明

P

B

F

2

・

旬

、

/

じ
く
五
年
と
す
る
、

(
M
d
時
刻
杭
刊
し
)
と
言
う
に
止
り
、
そ
の
論
擦

に
は
言
及
し
て
い
な
い
c

背
召
南
の
論
擦
は
、
策
寸
〈
に
、

今
縮
政
市
澱
治
七
年
徐
寂
余
。

と
あ
り
、
漢
初
か
ら
計
算
す
れ
ば
、
建
元
三
年
が
七
十
年
に
蛍
た
る

と
こ
ろ
か
ら
、
針
策
が
な
さ
れ
た
の
は
建
元
三
年
以
降
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
、
市
し
て
五
経
博
士
を
援
い
た
の
は
蓑
仲
岱
の
謝
策
に
よ
っ

た
と
忠
わ
れ
る
か
ら
、
こ
こ
に
下
限
を
切
り
、
定
め
て
建
一
%
六
年
と

し
て
い
る
。
、与

前
述
し
た
一
ニ
設
中
、
建
一
元
元
年
及
び
一
冗
光
一
元
年
訟
を
採
る
者
の
訴

と
建
一
克
五
年
訟
を
主
張
す
る
者
と
の
問
に
は
一
つ
の
相
違
が
克
ら
れ

る
。
そ
れ
コ
前
者
辻
野
山
策
が
な
さ
れ
た
の
は
建
元
元
年
と
元
光
元
年

の
ニ
問
の
み
と
い
う
前
提
お
も
と
に
論
が
な
さ
れ
て
お
っ
、
専
ら
一

方
を
否
定
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
自
動
的
に
飽
万
が
護
明
さ
れ
る
と
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立
場
で
立
論
さ
れ
て
お
り
、
後
ぃ
者
は
関
策
が
な
さ
れ
た
の
よ
必

し
も
二
問
に
限
定
す
べ
き
で
は
な
い
と
し
て
い
る
M

}

と
で
あ
る
p

ノ

以

下

こ

の

な

が

に

検

討

を

加

え

て

行

く

こ

と

に

内
引ω

つ
い
て
、

ωの
叶
論
衡
い
の
文
を
曲
解
し
た
も
の
で
あ
る
。
邸
ち
文
意

は
ぺ
誌
の
時
の
封
策
文
の
中
で
寝
付
信
の
も
の
が
最
も
よ
い
」
と

バ
う
も
の
で
あ
っ
て
、
八
ム
孫
弘
の
針
策
寸
〈
が
第
一
位
と
な
っ
た
と
一
一
一
一
向

う
こ
と
と
矛
前
は
生
じ
な
い
。
立
つ
公
孫
弘
の
釘
策
年
代
に
つ
い
て

は
、
史
門
出
・
漢
書
の
彼
の
停
で
は
一
見
光
五
年
の
こ
と
と
な
し
て
お
る

の
で
あ
り
、
こ
れ
を
も
っ
て
建
元
元
年
に
劉
策
が
な
さ
れ
た
こ
と
を

殺
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

ωの
説
は
、
史
芯
の
汁
小
山
速
が
、
麓
仲
好

が
試
帝
の
時
博
士
に
な
っ
た
こ
と
を
ぶ
し
た
後
に
、
武
帝
都
位
一
ぷ
一
五

と
結
い
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
も
っ
て
邸
位
初
年
で
あ
る

と
一
日
間
う
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
刊
の
設
は
、
主
父
悠
と
の
繍

辿
一
を
考
え
る
な
ら
ば
、
依
り
に
一
冗
光
元
年
に
掛
策
し
た
と
し
て
も
、

一
オ
間
は
生
、
、
せ
ず
、
元
光
一
見
年
に
針
策
が
な
さ
れ
た
こ
と
の
否
定
の
資

料
と
は
な
り
符
な
い
。
的
の
訟
は
一
一
総
理
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
つ
し
か
し
こ
れ
が
建
元
元
年
に
針
策
が
な
さ
れ
た
こ
と

を
殺
す
る
資
料
と
な
り
得
る
の
は
、
針
策
が
な
さ
れ
た
の
は
二
回
だ

け
と
い
う
限
定
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
可
能
と
な
る
の
で
あ
っ
て
、
も

し
こ
の
限
定
が
無
か
っ
た
な
ら
ば
、
般
に

資
別
で
あ
る
に

る

以

上

の

こ

と

か

ら

、

な

さ

れ

た

こ

と

を

示

す

積
極
的
な
論
議
法
全
く
無
く
、
た
だ
に
付
論
が
消
極
的
な
意

味
で
認
め
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
と
い
い
得
る
で
あ
ろ
う
。
一
方
漢
書

に
は
明
ら
か
に
建
元
元
年
に
針
策
が
な
さ
れ
た
と
一
言
う
一
訟
を
否
定
す

る
と
考
え
ら
れ
る
記
述
が
見
ら
れ
る
む
そ
の
一
は
、
綾
楽
志
に
、

奈
武
帝
邸
能
、
準
用
英
位
向
、
議
立
問
一
堂
一
制
経
服
、
以
輿
太
平
、
合

賢
太
后
好
一
貫
老
ム
一
一
日
一
小
設
儒
街
、
共
事
又
段
、
後
輩
仲
持
出
掛
策
一
一
一
一
問
、

!
ー
策
文
i

是
持
上
方
征
討
問
夷
、
不
暇
留
意
雄
文
之
一
帯
。

と
一
一
白
う
文
が
あ
る
。
こ
こ
に
「
其
事
又
陵
、
後
輩
一
件
釘
封
策
一
一
一
一
口
」
と

述
べ
、
策
文
を
引
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
輩
仲
釘
停
に

芯
載
さ
れ
て
い
る
三
つ
の
策
文
の
一
門
の
第
一
に
や
問
た
る
も
の
の
一
部

分
で
あ
る
。
ま
た
建
元
元
年
の
賢
良
針
策
が
な
さ
れ
た
の
は
各
十
月

で
あ
り
、
州
出
常
…
を
立
て
る
こ
と
の
議
は
秋
七
月
で
あ
り
、
総
給
制
・
主

滅
の
失
脚
は
二
年
十
月
で
あ
る
か
ら
、
惹
一
件
訴
の
針
策
は
元
年
以
降

の
こ
と
と
な
る
で
あ
ろ
う
ひ
そ
の
こ
は
叢
仲
釘
俸
に
、

自
武
帝
初
立
、
其
貌
武
安
侯
潟
相
而
隆
儒
失
。
及
輩
仲
箭
劉
策
、

推
明
孔
氏
、
抑
瓢
百
家
、
一
五
一
五
。

と
あ
っ
、
市
し
て
れ
江
戸
税
侯

2
幻
嬰
〉
が
丞
相
の
任
に
あ
っ
た
の
は
建
元

元
年
六
月
か
ら
二
年
十
月
の
間
で
あ
り
、
武
安
侯
(
田
扮
)
は
建
一
花
六

年
六
月
か
ら
元
光
四
年
一
一
一
月
の
問
丞
相
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
し
て
、
関
策
立
建
元
元
年
以
降
に
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
其
の
一
一
一
は
、
漢
詩
百
官
公
瑚
叫
一
波
及
び
史
認
・
謀
議
の
鄭
蛍
時
の

簿
に
依
れ
ば
、
続
元
問
年
に
江
都
初
か
ら
遜
っ
て
右
内
史

ーっ，

ペク
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と
な
っ
て
い
る
。
の
災
に
つ
い
て
の
ぷ
逃
が
、
渡
洋
は
史

認
の
「
是
時
」
を
「
先
是
」
に
改
め
て
い
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た

所
で
あ
る
の
も
し
銀
う
に
翠
仲
釘
が
建
元
元
年
に
針
策
し
、
江
都
知

に
任
ぜ
ら
れ
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
四
年
以
前
に
中
太
犬
と
な
っ

て
い
る
は
ず
で
あ
り
、
漢
書
が
史
認
の
必
裁
を
改
め
る
必
要
は
な
か

っ
た
は
ず
で
あ
る
。
以
上
の
一
一
一
刻
、
及
び
背
沼
南
の
指
摘
し
て
い
る

七
十
年
が
建
一
万
三
年
に
あ
た
る
こ
と
等
か
ら
考
え
る
と
、
建
一
克
一
冗
作

訟
は
否
定
さ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ω元
光
元
年
訟
に
つ
い
て
、

ωの
論
は
、
こ
れ
を
も
っ
て
元
光
元
年
で
あ
る
こ
と
を
一
読
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
の
川
w
の
論
も
建
元
一
五
年
訟
を
否
定
す
る
資
料
に
は
な

り
え
て
も
、
積
械
的
に
先
光
一
冗
年
で
あ
る
こ
と
を
示
す
資
料
と
は
な

り
え
な
い
。
似
の
論
に
は
「
夜
郎
康
活
去
去
」
に
つ
い
て
疑
問
の
紡

が
あ
る
つ
部
ち
夜
郎
に
つ
い
て
は
一
際
雄
元
六
年
の
こ
と
と
し
て
認

め
ら
れ
る
に
し
て
も
、
藤
居
に
つ
い
て
の
知
識
を
得
る
の
は
、
張
擦

が
蹟
域
か
ら
錦
開
削
し
た
後
と
考
え
ら
れ
、
一
史
に
時
代
が
下
っ
て
元
朔

一
一
一
年
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
策
文
に
誤
り

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
を
資
料
と
し
て
年
代
を
決
め
る
わ
け
に

は
ゆ
か
な
い
こ
と
に
な
る
。
ま
た
逮
元
元
年
説
、
五
年
訟
を
採
る
点

郡
関
か
ら
孝
康
各
一
人
を
翠
げ
た
こ
と
。

い

た

こ

と

の

ま
つ
J
1
M
U

ら
お
c

「ノ
汀

ν

ω建
元
五
年
訟
に
つ
い
て
、

得
パ
沼
南
の
一
説
く
所
の
建
一
冗
三
年
以
降
で
一
月
以
前
と
す
る

訟
は
も
っ
と
も
安
詣
で
あ
る
と
忠
わ
れ
る
。
た
だ
武
帝
紀
に
針
策
を

行
っ
た
こ
と
は
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
貼
少
し
く
問
題
に
な
る

と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
、
滋
拝
殿
助
停
に
、

是
時
征
伐
凶
英
、
開
援
逃
郡
、
寧
肱
数
税
以
内
改
制
度
、
朝
廷
多
事

と
あ
る
に
依
れ
ば
、

時''Z司、、、

必
ず
し
も
石
定
さ
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
。

の
資
料
品
械
を
検
討
し
、
そ
の
是
非
に
つ
い
て
考
え
て

来
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
次
の
如
き
結
論
が
得
ら
れ
る
。

川

w針
策
に
よ
る
人
材
資
腐
は
建
一
五
元
年
・
一
冗
光
一
冗
年
の
二
回
の
み

に
限
(
疋
さ
れ
る
べ
き
で
な
い
こ
と
。

ω針
策
は
建
一
冗
五
年
四
月
以
前
に
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ω鄭
掛
問
時
と
の
関
係
か
ら
、
針
策
は
建
一
冗
四
年
以
降
で
あ
る
こ
と
。

布
の
一
一
一
熱
か
ら
輩
仲
街
が
策
問
に
底
じ
た
時
期
は
建
元
四
年
か
ら
五

年
蛍
初
に
至
る
ま
で
の
間
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

注
1
、
例
え
、
ば
、
古
川
幸
次
郎
氏
は
「
蛍
時
第
一
の
大
備
と
い
わ
れ
る
産
件

箭
が
、
武
常
の
知
遇
を
得
た
の
は
、
や
は
り
こ
の
年
の
被
推
薦
者
の
一
人
と
し

て
皐
清
親
臨
の
登
山
崎
試
験
に
感
じ
た
か
ら
で
あ
る
と
す
る
一
設
が
事
者
の
関
に
有

力
で
あ
る
」
a

Q
撲
の
武
帝
〉
と
述
べ
て
い
る
。

ザ一
2
、
主
文
穫
が
試
帝
に
ぷ
貼
用
さ
れ
た
年
代
に
は
異
論
が
存
す
る
。
卸
ち
ま

父
銀
上
疏
の
年
を
一
元
朔
一
元
年
と
考
え
る
の
が
そ
れ
で
あ
っ
て
、
司
馬
光
会
究
治

梁
玉
縄
(
史
一
記
十
一
ω
疑
)
叶
干
の
，
主
張
す
る
所
で
あ
る
が
、
必
l

史
記
、
漢
書
の

よ
っ
て
元
光
元
年
と
す
る
。

・
建
一
冗
一
花
年
・
二
年
の
保
、

以
上
一
一
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館
林
停
、
参
照
。

(
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